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T
he colour of London

は
、

１
９
０
７（
明
治
40
）年
に
出
版
さ
れ
た
、

ロ
ン
ド
ン
の
歴
史
や
文
化
、
建
築
、
生

活
様
式
を
紹
介
す
る
本
で
す
。
歴
史
家

の
Ｗ
．
Ｊ
．ロ
フ
テ
ィ
が
本
文
を
担
当

し
、
美
術
評
論
家
Ｍ
．Ｈ
．ス
ピ
ー
ル

マ
ン
が
序
文
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
挿
絵

を
担
当
し
、
ま
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点

で
ロ
ン
ド
ン
を
賛
美
す
る
エ
ッ
セ
イ
も

執
筆
し
て
い
る
の
が
、
画
家
で
文
筆
家

の
牧
野
義
雄
で
す
。
牧
野
の
描
く
ロ
ン

ド
ン
の
情
景
は
、
ご
く
薄
い
シ
ル
ク
の

ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
よ
う
な
優
し
い
光

沢
が
あ
り
、
構
図
や
色
彩
に
は
ど
こ
と

な
く
日
本
画
の
趣
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

牧
野
は
、
１
８
６
９
（
明
治
2
）
年

に
挙こ

ろ
も母

村
（
現
・
愛
知
県
豊
田
市
）
の
武

士
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
１
８
９
３

（
明
治
26
）
年
、
23
歳
の
と
き
に
英
文
学

の
研
究
を
志
し
て
渡
米
し
ま
し
た
が
、

周
囲
か
ら
美
術
を
専
攻
す
る
こ
と
を
薦

め
ら
れ
、
働
き
な
が
ら
美
術
学
校
に
通

い
ま
し
た
。
当
時
、
米
国
西
海
岸
で
は

移
民
へ
の
排
斥
運
動
が
激
化
し
て
お

り
、
牧
野
も
理
不
尽
な
差
別
に
苦
し
み

ま
し
た
が
、
持
ち
前
の
天
真
爛
漫
な
性

格
で
学
友
に
恵
ま
れ
、
絵
画
の
制
作
に

一
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、

パ
リ
を
経
由
し
て
１
８
９
７
（
明
治
30
）

年
に
英
国
に
渡
り
ま
し
た
。
到
着
し
た

と
き
の
彼
の
所
持
品
は
、
40
フ
ラ
ン
と

聖
書
と
仏
教
の
哲
学
書
と
わ
ず
か
な
衣

類
の
み
で
、
絵
の
道
具
す
ら
持
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
渡
英
後
も
経
済
的
に

困
難
な
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
画
業
で

身
を
立
て
る
べ
く
絵
を
出
版
社
に
持
ち

込
む
な
ど
精
力
的
に
活
動
す
る
牧
野
に

巡
っ
て
き
た
チ
ャ
ン
ス
が
、
大
手
出

版
社Chatto &

 W
indus

社
のT

he 

colour of London

の
出
版
企
画
で
し

た
。

　

本
書
は
、ク
ロ
ス
張
り
の
豪
華
本
で
、

挿
絵
は
カ
ラ
ー
が
48
枚
、
セ
ピ
ア
が
12

枚
あ
り
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
に
よ
っ
て

牧
野
の
繊
細
な
水
彩
画
の
持
ち
味
が
再

現
さ
れ
て
い
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
の
人
々

に
と
っ
て
忌
々
し
い
「
霧
」（
と
い
う

よ
り
も
ス
モ
ッ
グ
）に
包
ま
れ
た
街
を
、

叙
情
的
に
美
し
く
描
い
た
作
品
は
新
鮮

に
受
け
と
め
ら
れ
、
刊
行
後
に
開
催
さ

れ
た
原
画
展
に
は
著
名
人
が
多
数
来
場

し
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
書

の
特
製
版
が
英
国
王
エ
ド
ワ
ー
ド
7
世

に
献
上
さ
れ
、
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
の

遠
え ん ど う

藤　暁
あ き こ

子

霧の画家
牧野義雄が愛したロンドン

今 月 の 一 冊 国立国会図書館の蔵書から

THE EVENING EXODUS―WEST END.  ENTERING VICTORIA RAILWAY STATION

The colour of London
historic, personal, & local,  
by W. J. Loftie, F. S. A. 
Illustrated by Yoshio Markino.  
With an introduction by M. H. 
Spielmann, F. S. A. and  
an essay by the artist.  
London : Chatto & Windus,  
1907. xlij, 236 p. illus., 60 
plates (48 col) 24 cm 
< 請求記号　177-101>
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装丁も牧野が担当しています。牧野の名は、「メイキノ」と誤読
されないように「Markino」と綴られています。

A  JUNE SUNDAY : CHURCH PARADE IN HYDE PARK
The colour of London の挿絵の中で、最初の頃に完成した作品で、教会から礼拝を終えた盛装の人々が
行列のように続く様子を描いています。

OPENING DAY AT EARL'S COURT
A Japanese artist in London < 請求記号 161-273（洋）> より

出版社に絵を持ち込んでいた頃のスケッチです。水墨画を思わせ
る筆遣いで、画面右上には、“ すやり霞 ” のような部分も見られます。

牧野の肖像写真
When I was a child < 請求記号 199-103> より
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（左）IN LONDON FOG（右上）Votes for women 
My idealed John Bullesses < 請求記号 174-293（洋）> より

The colour of London のエッセイで自分は英国女性の崇拝者であると明言しているよ
うに、牧野はインスピレーションの源である女性像を数多く描いています。
My idealed John Bullesses はそんな愛すべき英国人女性に関する著作です。クリスタ
ベル・パンクハーストをはじめとする婦人参政権運動家とも交流があった牧野は My 
idealed John Bullesses で、英国における男尊女卑をユーモアを交えて批判しています。

参 考 文 献： ま す こ ひ ろ し げ 著『 日 本 人 画 工 牧 野 義 雄 = 
Yoshio Makino : 平治ロンドン日記』東信堂 2013. < 請求記号
KC229-L13>
牧野義雄 [ 画 ] ; 豊田市美術館 編『牧野義雄』豊田市美術館 
2008. < 請求記号 KC16-J399>
牧野義雄 原著 ; 恒松郁生 訳『霧のロンドン : 日本人画家滞英記』
雄山閣 2007. < 請求記号 KC229-H218>
イアン・ニッシュ 編 ; 日英文化交流研究会 訳『英国と日本 : 日
英交流人物列伝』博文館新社 2002. < 請求記号 A99-GZ-G3>
ヨシオ・マルキーノ 著 ; 恒松郁生 訳『私のロンドン・パリ・ロー
マ印象記』 ロンドン漱石記念館 1990. < 請求記号 GG176-E58>
牧野義雄 著 ; 恒松郁生 訳『わが理想の英国女性たち』豊田市
教育委員会 1990. < 請求記号 EF73-E70>

王
室
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
ま
し
た
。

　

折
か
ら
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
・
ブ
ー
ム

や
、
１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
の
日
英

同
盟
締
結
な
ど
、
新
興
国
で
あ
る
日
本

に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
が
追
い
風
と

な
り
、牧
野
は
一
躍
脚
光
を
浴
び
ま
す
。

人
々
の
心
を
捉
え
た
の
は
絵
画
だ
け
で

な
く
、
平
明
な
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
な
が
ら
機
知
に
富
ん
だ
文

章
の
力
で
も
あ
り
ま
し
た
。
本
書
以
降

に
は
著
書
も
多
く
出
版
し
、
自
身
の
代

表
作
と
な
っ
た
滞
英
記A

 Japanese 

artist in London

は
、
英
国
の
み
な

ら
ず
米
国
で
も
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま

し
た
。
成
功
を
収
め
た
牧
野
は
、
社
交

界
に
も
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す

が
、
典
型
的
な
階
級
社
会
の
英
国
に
お

い
て
、
多
く
の
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
た

の
は
、
彼
の
人
柄
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

後
半
生
は
、
東
西
思
想
の
比
較
研
究

に
没
頭
す
る
よ
う
に
な
り
、
少
し
ず
つ

世
間
か
ら
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
開

戦
後
は
、
懇
意
に
し
て
い
た
重
光
葵
の

は
か
ら
い
で
駐
英
日
本
大
使
館
に
身
を

寄
せ
て
い
ま
し
た
が
、
１
９
４
２
（
昭

和
17
）
年
に
帰
国
し
、
１
９
５
６
（
昭

和
31
）
年
10
月
に
鎌
倉
の
入
院
先
で
没

し
て
い
ま
す
。
同
年
に
暮
し
の
手
帖
社

か
ら
米
国
時
代
の
回
想
録
『
あ
さ
き
ゆ

め
み
し
』
が
刊
行
さ
れ
た
他
は
資
料
も

乏
し
く
、
絵
画
制
作
や
文
筆
活
動
の
全

容
は
不
明
な
点
が
多
く
明
ら
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

再
び
ロ
ン
ド
ン
に
戻
る
こ
と
を
熱
望

し
て
い
た
牧
野
で
す
が
、
残
念
な
が
ら

そ
の
願
い
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
彼
が
愛
し
続
け
た
「
霧
の
ロ
ン

ド
ン
」
は
、今
も
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
、

著
作
の
中
で
柔
ら
か
な
光
を
放
ち
続
け

て
い
ま
す
。
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こ
こ
数
年
、
古
地
図
ブ
ー
ム
の
よ
う
な
も
の
が
起
こ
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

書
店
の
棚
に
は
古
地
図
を
復
刻
し
た
書
籍
が
並
び
、
テ

レ
ビ
を
つ
け
れ
ば
古
地
図
を
頼
り
に
街
を
歩
く
番
組
を
見

か
け
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
、
無
料
で
古
地
図

を
閲
覧
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
、
当
館

が
所
蔵
す
る
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
出
版
さ

れ
た
古
地
図
の
数
々
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
は
こ
れ
ら
の
古
地
図
を
眺
め
な
が
ら
、
東
京
・
永

田
町
の
国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
周
辺
を
歩
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

江
戸
時
代
中
頃
と
、
幕
末
の
地
図
を
並
べ
て
み
ま
し
た
。

現
在
、
東
京
本
館
の
利
用
者
入
口
の
あ
た
り
に
は
、
地
図

①
で
は
旗
本
・
勝か

つ
た
と
よ
さ
ぶ
ろ
う

田
豊
三
郎
（
七
代
将
軍
徳
川
家
継
の
母
月

光
院
の
実
家
）、
地
図
②
で
は
外
様
大
名
・
細ほ
そ
か
わ
や
ま
し
ろ
の
か
み

川
山
城
守
（
肥

後
国
（
現
在
の
熊
本
県
）
宇
土
藩
主
）
の
屋
敷
が
建
っ
て
い

ま
し
た
。
少
し
詳
し
く
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

古
地
図
で
歩
く

江
戸
時
代
の

林は
や
し 

瞬し
ゅ
ん
す
け介

永
田
町

地図①　永田町之絵図（宝暦 9（1759）年） 
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2542345/2
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地図②　麹町永田町外櫻田繪圖（万延元（1860）年）　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/8369300/2

国立国会図書館

国会議事堂

（地理院地図より）
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江
戸
時
代
の
永
田
町

　

江
戸
時
代
の
永
田
町
界
隈
は
大
名
・
旗

本
の
お
屋
敷
が
立
ち
並
ぶ
武
家
屋
敷
街
で

し
た
。
永
田
町
と
い
う
地
名
は
、
幕
末
に

は
大
村
丹た

ん
ご
の
か
み

後
守
（
肥
前
国
（
現
在
の
長
崎
県
）

大
村
藩
主
）
の
屋
敷
に
な
っ
て
い
る
あ
た
り

の
通
り
が
「
永な

が
た
ち
ょ
う

田
丁
」、
そ
こ
か
ら
丁
字

路
に
分
か
れ
て
旗
本
・
永
田
伊い

お
り織
の
屋
敷

の
前
に
向
か
っ
て
の
通
り
が
「
永な

が
た
ば
ば

田
馬
場
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　

永
田
伊
織
の
屋
敷
は
現
在
国
会
議
事
堂

の
建
っ
て
い
る
敷
地
の
裏
手
に
あ
た
り
ま

す
が
、
江
戸
時
代
の
中
頃
に
は
永
田
姓
の

旗
本
の
屋
敷
が
二
軒
並
ん
で
お
り
、
そ
こ

か
ら
永
田
馬
場
と
い
う
名
前
が
つ
い
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
（
左
ペ
ー
ジ
図
参
照
）。

　

か
つ
て
永
田
馬
場
と
呼
ば
れ
て
い
た
通

り
は
、
お
お
よ
そ
現
在
も
国
会
議
事
堂
裏

の
国
道
と
し
て
跡
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

永
田
町
の
地
形

　

国
会
議
事
堂
の
建
っ
て
い
る
場
所
は
、

江
戸
時
代
に
は
松ま

つ
だ
い
ら
あ
き
の
か
み

平
安
芸
守
、
つ
ま
り
安

芸
国
（
現
在
の
広
島
県
）
を
支
配
す
る
大

名
で
あ
る
広
島
藩
主
・
浅
野
家
の
広
大
な

中
屋
敷
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
屋
敷

に
は
緑
豊
か
な
庭
園
と
池
が
築
か
れ
て
お

り
、
江
戸
時
代
の
名
所
案
内
に
よ
れ
ば
、

玉
川
上
水
の
流
れ
を
引
き
入
れ
て
つ
く
ら

れ
た
「
白
糸
滝
」
と
い
う
名
勝
で
知
ら
れ

て
い
た
よ
う
で
す
（『
江
戸
砂
子
温
故
名

蹟
誌
』 ）。

かつて永田馬場と呼ばれ、「永田町」の名称の由来と
なった通り。左が国会議事堂（の裏手）、右の建物は
議員会館。

地図②より
四角く囲った範囲がおよそ国会議事堂の敷地
に、▲の印が国立国会図書館の利用者入口
付近に相当すると考えられます。
なお、この地図は左ページの地図と比較する
と、道路や屋敷の方位が大胆にデフォルメさ
れています。これは、ふところに入れて持ち歩
く便を考えて、ある範囲の街並みを決められ
た紙の大きさに収めるための工夫でした。こう
した地図を「切絵図」といいます。

国立国会図書館
利用者入口付近

国会議事堂敷地
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国
会
議
事
堂
の
場
所
に
滝
！　

に
わ

か
に
は
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
当
時
こ

の
中
屋
敷
の
あ
た
り
が
傾
斜
し
た
地
形

に
な
っ
て
い
た
の
は
確
か
で
す
。
永
田
町

は
新
宿
か
ら
皇
居
に
か
け
て
伸
び
て
い
る

淀よ
ど
ば
し
だ
い

橋
台
と
い
う
台
地
の
先
端
に
位
置
し
て

い
て
、
武
家
屋
敷
が
開
か
れ
る
ま
で
は
地

続
き
の
北
西
を
除
い
て
三
方
が
崖
に
囲
ま

れ
た
半
島
状
の
小
高
い
丘
で
し
た
。

　

現
在
、
東
京
本
館
を
利
用
さ
れ
る
多
く

の
方
は
東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線
永
田
町
駅

の
２
番
出
口
を
利
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
出

口
か
ら
地
上
に
出
る
と
東
京
本
館
は
左
前

方
す
ぐ
で
す
が
、
地
面
は
建
物
の
三
階
の

高
さ
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
二
階
の
利

用
者
入
口
へ
は
階
段
を
降
り
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
実
は
、
東
京
本
館
の
建
っ

て
い
る
場
所
は
急
な
斜
面
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
戦
後
、東
京
本
館
の
建
築
に
当
た
っ

て
坂
下
の
低
い
側
に
地
盤
を
揃
え
て
整
地

し
た
の
で
す
。

　

地
面
を
掘
り
込
ん
だ
痕
跡
は
、
東
京
本

館
南
側
の
高
い
擁
壁
か
ら
も
わ
か
り
ま
す

（
左
上
写
真
）。

地図①より
文字がかすれていますが、黄色い枠内に永田姓の旗本の家が２軒
並んで記されています。

（地理院地図より。標準地図に色別標高図、陰影起伏図を合成したもの）

国会議事堂敷地

国立国会図書館
利用者入口付近

国立国会図書館

皇居
半蔵門

赤坂

霞ヶ関

国立国会図書館東京本館南側。右手の道路は
３階の高さにあたり、１階の高さまで地面が掘り
込まれて、陸橋が渡されています。

国会議事堂

永田町駅
（2 番出口）
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彦
根
城
主
井
伊
家
の
屋
敷
跡

　

江
戸
時
代
の
中
頃
か
ら
幕
末
ま
で
、
永

田
町
界
隈
の
中
で
も
っ
と
も
大
き
な
存
在

感
を
放
っ
て
い
た
武
家
屋
敷
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
譜
代
大
名
筆
頭
と
し
て
近
江
国

（
現
在
の
滋
賀
県
）
彦
根
藩
三
十
万
石
を
治

め
る
井
伊
家
の
上
屋
敷
で
し
ょ
う
。
絵
図

で
は
特
徴
的
な
不
揃
い
の
五
角
形
で
、
と

て
も
よ
く
目
に
つ
き
ま
す
。

　

井
伊
家
の
表
門
は
江
戸
城
に
向
け
て
、

当
時
皀さ

い
か
ち角
の
木
が
多
く
見
ら
れ
た
こ
と
か

ら
「
サ
イ
カ
チ
河か

し岸
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

内
堀
通
り
に
沿
っ
て
開
い
て
い
ま
し
た
。

幕
末
の
大
老
・
井い

い
か
も
ん
の
か
み
な
お
す
け

伊
掃
部
頭
直
弼
は
こ
こ

か
ら
お
城
に
向
か
う
途
中
、
桜
田
門
の
外

で
暗
殺
さ
れ
た
の
で
す
。

　

明
治
維
新
後
、
井
伊
家
の
広
大
な
屋
敷

は
陸
軍
の
用
地
に
な
り
、
当
初
は
陸
軍
幼

年
学
校
な
ど
の
教
育
機
関
が
、
の
ち
に
は

陸
軍
省
や
参
謀
本
部
と
い
っ
た
陸
軍
の
中

枢
が
置
か
れ
ま
し
た
。
戦
後
に
は
国
会
の

用
地
へ
と
転
じ
、
現
在
は
憲
政
記
念
館
が

建
つ
国
会
前
庭
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
本
館
建
築
以
前
、
旧
赤
坂
離
宮
に

入
居
し
て
い
た
当
館
の
仮
分
庁
舎
だ
っ
た

国
立
国
会
図
書
館
三
宅
坂
分
室
も
、
こ
の

井
伊
家
屋
敷
跡
に
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。

梨
木
坂
（
な
し
の
き
ざ
か
）

　

明
治
か
ら
昭
和
の
中
頃
ま
で
、
井
伊
家

の
敷
地
は
五
角
形
の
原
形
を
と
ど
め
て
い

ま
し
た
が
、
戦
後
の
国
会
周
辺
の
整
備
の

過
程
で
道
路
が
大
き
く
引
き
直
さ
れ
、
こ

の
界
隈
の
景
観
も
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
大
名
屋
敷

の
痕
跡
を
ほ
と
ん
ど
感
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
で
、
地
図
を
よ
く
見
比
べ
る

と
、
井
伊
家
と
細
川
家
の
屋
敷
の
間
の
道

が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
こ
の
場
所
に
は
細
川
家
の
表
門
と

向
か
い
合
っ
て
井
伊
家
の
裏
門
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
下
り
坂
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

裏
門
の
そ
ば
に
大
き
な
梨
の
木
が
立
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
坂
道
の
こ
と
を

地図②より　図中右上部分にあるのが桜田門（桜田御門）。
（北が上になるように角度を補正しています）

昭和 24（1949）年から昭和 37（1962）年まで国立国会
図書館の仮庁舎だった三宅坂分室。

憲政記念館
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「
梨な
し
の
き
ざ
か

木
坂
」
と
呼
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
坂
は
現
在
、
東
京
本
館
と
国
会

参
観
バ
ス
駐
車
場
の
間
の
道
に
あ
た
り
、

ち
ょ
う
ど
東
京
本
館
の
利
用
者
入
口
あ
た

り
に
千
代
田
区
教
育
委
員
会
の
建
て
た
案

内
柱
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
短
い
坂
道
を
東
京
本
館
に
お
越
し

の
方
が
日
々
た
く
さ
ん
通
り
過
ぎ
て
行
か

れ
ま
す
が
、
時
に
は
足
を
止
め
て
か
つ
て

の
広
大
な
井
伊
家
屋
敷
を
想
像
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

明治東京全図（明治 9（1876）年） 
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3450840/38
井伊家の屋敷は陸軍の用地となりましたが、特徴的な五角形の敷地が残っています。

東京本館の利用者入口側（東側）。 梨木坂。右側が国立国会図書館東京本館。

現代の地図。五角形の敷地の名残は少ないのですが、丸印の部分が梨の木坂。
（地理院地図より）
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鎌倉将軍は「君臨すれども統治せず」？
木
き の し た

下  竜
り ょ う ま

馬

中世の古文書を読んでみよう 2
資料の世界の歩き方

　

今
回
と
り
あ
げ
る
古
文
書
（
以
下
、
本
文

書
）
は
、鎌
倉
幕
府
が
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）

五
月
二
七
日
に
出
し
た
、
関
東
下
知
状
と
い

う
様
式
の
文
書
で
す
（「
関
東
」
と
は
鎌
倉

幕
府
の
こ
と
）。

　

と
て
も
長
い
文
書
で
意
味
を
と
る
の
は
な

か
な
か
骨
が
折
れ
そ
う
で
す
が
、
実
は
内
容

を
要
約
し
た
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
、
冒
頭
の
一
字
下
げ
の
部
分
で
あ
る

事こ
と
が
き書
で
す
（
①
）。
本
文
書
の
事
書
を
見
る
と　

「　

A　

与　

B　

相
論
○
○
」
と
い
う
構

造
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
与
」
は
「
と
」
と

読
み
「
＆（
ア
ン
ド
）」
の
意
味
で
す
。「
相
論
」

と
は
訴
訟
沙
汰
の
こ
と
で
す
。
こ
の
事
書
の

構
造
は
、
A
と
B
と
い
う
原
告
・
被
告
が
争

う
○
○
に
つ
い
て
の
紛
争
に
、
鎌
倉
幕
府
が

裁
判
所
と
し
て
判
決
を
与
え
た
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
本
文
書
は
、
判
決
書
な

の
で
す
。
判
決
の
こ
と
を
中
世
で
は
「
裁
許
」

と
い
っ
た
の
で
、
本
文
書
は
関
東
裁
許
状
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。
判
決
本
文
は
複
雑
な
の
で
、

今
回
は
本
文
書
の
様
式
を
中
心
に
読
み
解
く

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
本
文
書
は
下
知
状
と

い
う
鎌
倉
幕
府
で
よ
く
用
い
ら
れ
た
様
式
で

す
。
こ
の
下
知
状
の
様
式
に
、
鎌
倉
幕
府
の

政
治
形
態
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

①事
ことがき

書

与
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文保 2年（1318）5月 27日付関東下知状
（国立国会図書館所蔵「鎌倉殿下知状」）
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1288412/4

　

本
文
書
の
末
尾
の
署
名
に
花
押
を
書
い
て

い
る
の
は
二
人
（
③
）。
ひ
と
り
は
執
権
の

北
条
高
時
（「
相
模
守
平
朝
臣
」）、
も
う
ひ

と
り
が
連
署
（
執
権
の
補
佐
）
の
金か

ね
さ
わ沢
貞さ
だ
あ
き顕

（「
武
蔵
守
平
朝
臣
」）
で
す
。
次
に
、
書
き

止
め
（
②
）
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
読
み
下

す
と
「
鎌
倉
殿
の
仰
せ
に
依
っ
て
、
下
知
件

の
如
し
」、
現
代
語
訳
す
る
と
、「
鎌
倉
殿
の

ご
意
向
に
よ
っ
て
、
命
じ
る
と
こ
ろ
は
以
上

で
あ
る
。」
と
な
り
ま
す
。
鎌
倉
殿
と
は
、

北
条
高
時
の
こ
と
で
は
な
く
、
鎌
倉
幕
府
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
征
夷
大
将
軍
を
指
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
本
文
書
は
、
将
軍
の
意
向

を
受
け
て
い
る
か
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。
で
す
が
、
お
そ
ら
く
将
軍
自
身
は
、
こ

の
裁
判
に
つ
い
て
何
か
聞
か
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
執
権
と
連
署
の
み
が

署
判
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
案
件
に
つ
い
て

は
彼
ら
が
最
終
的
な
判
断
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
責
任
を
負
う
存
在
だ
っ
た
こ
と
を
反
映

し
て
い
る
の
で
す
。

　

鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
初
代
将
軍
の
源
頼
朝

は
、
み
ず
か
ら
裁
判
を
行
う
よ
う
な
強
力
な

指
導
者
で
あ
り
、
自
分
の
花
押
を
直
に
書
い

た
文
書
（
下
く
だ
し
ぶ
み文
な
ど
）
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
代
を
追
う
ご
と
に
鎌
倉
幕
府
の
将

軍
は
実
権
を
失
っ
て
い
き
、
単
な
る
お
飾
り

「資料の世界の歩き方」は、
国立国会図書館（NDL）の
所蔵する資料のうち、少し
難しそうな資料を取り上
げて、その「よみかた」
をまなぶ連載です。

②書き止め

③署名・花押

（
金か

ね
さ
わ沢
貞さ
だ
あ
き顕
）

（
北
条
高
時
）
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に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
れ
に
代
わ
っ
て
、

幕
府
政
治
の
実
権
を
握
っ
て
い
く
の
が
、
有

力
御
家
人
だ
っ
た
北
条
氏
で
す
。
北
条
氏
は

将
軍
の
補
佐
役
で
あ
る
執
権
を
世
襲
し
、
一

族
で
幕
府
の
要
職
を
固
め
ま
し
た
。
こ
う
し

て
、
将
軍
は
「
君
臨
す
れ
ど
も
統
治
せ
ず
」

と
い
う
体
制
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
す
。
将

軍
の
意
思
と
い
う
タ
テ
マ
エ
で
執
権
・
連
署

が
出
す
下
知
状
は
、
お
飾
り
の
将
軍
を
担
ぎ

な
が
ら
北
条
氏
が
政
務
を
行
う
幕
府
の
政
治

形
態
に
マ
ッ
チ
し
た
文
書
様
式
だ
っ
た
た

め
、
鎌
倉
幕
府
で
よ
く
使
わ
れ
る
文
書
様
式

に
な
っ
た
の
で
し
た
（
図
参
照
）。

　

ち
な
み
に
、
鎌
倉
幕
府
が
滅
び
、
南
北
朝

の
内
乱
の
な
か
で
室
町
幕
府
が
で
き
る
と
、

戦
時
の
た
め
将
軍
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重

要
に
な
り
、
源
頼
朝
の
こ
ろ
の
よ
う
な
、
将

軍
が
直
に
花
押
を
書
い
て
出
す
文
書
が
復
活

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
前
回
と
り
あ
げ
た

足
利
義
満
の
御
判
御
教
書
も
そ
の
ひ
と
つ
で

す
。

◆

　◆

　◆

　次
回
は
、
本
文
書
の
内
容
、
つ
ま
り
判
決

本
文
の
構
造
を
読
み
解
い
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
絵
・
正し
ょ
う
ぼ保
五さ
つ
き月
）

 

本文書が作成されたとき、高時は当時16歳。鎌倉北条氏の最後の当主である彼は、14
歳で幕府政治のトップである執権職に就きました。一方貞顕は北条氏の一族金沢氏の出
身で当時41歳。祖父の築いた金沢文庫を大きく発展させた人物です。のち、反鎌倉幕
府の兵をあげた新田義貞らの兵に囲まれ、高時や貞顕をはじめとした北条一族は自刃し
鎌倉幕府は滅亡することになります。なお本文書作成時の将軍は、最後の将軍である守
邦親王。鎌倉中期から、皇族が鎌倉に下って将軍になる慣例ができました。幕府滅亡後
の守邦親王については、数か月後に死亡したこと以外よくわかっていません。

執権・北条高時と連署・金沢貞顕

Column

鎌倉時代初期 図：
将軍が直に出す文書から、
執権・連署の下知状へ

政治のありかたの変化と、

文書の様式が対応

しているんだね！

鎌倉時代後期

下知状 下文など

文書の様式が対応

しているんだね！
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Ｎ
Ｄ
Ｃ
前
史

　

ま
ず
は
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
成
立
の
背
景
を
考
え
る
た

め
に
、
明
治
時
代
に
遡
っ
て
日
本
の
図
書
館
分
類

法
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
明
治
以
降
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
が

標
準
分
類
法
と
し
て
認
め
ら
れ
る
ま
で
、
名
実
と

も
に
標
準
分
類
法
と
呼
べ
る
分
類
法
は
日
本
に

存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
当
時
の
図
書

館
は
、
規
模
や
種
類
に
応
じ
て
分
類
法
を
自
ら
作

成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

八
門
分
類

　

分
類
法
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
各
図
書
館

が
ま
ず
参
考
に
し
た
の
が
、
東
京
図
書
館
（
後
の

帝
国
図
書
館
）
に
よ
っ
て
明
治
20（
１
８
８
７
）年

に
制
定
さ
れ
た
八
門
分
類
で
す（
図
１
）。
し
か
し

八
門
分
類
は
、
分
類
目
録
の
編
成
に
の
み
使
用
さ

れ
る
書
誌
分
類
で
あ
り
、
分
類
記
号
を
有
し
て
い

な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　

帝
国
図
書
館
を
始
め
と
す
る
当
時
の
大
規
模

な
閉
架
式
図
書
館
で
は
、
主
題
と
は
関
係
な
く
、

資
料
の
大
き
さ
や
資
料
を
受
け
入
れ
た
順
で
書

庫
に
並
べ
て
管
理
し
て
い
ま
し
た
（
固
定
排
架

法
）。
資
料
の
排
架
場
所
を
分
類
記
号
で
示
す
必

然
性
は
特
に
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
図
書
館
の
蔵
書
が
増
え
て
く
る
と
、

固
定
排
架
法
で
は
出
納
作
業
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

業
務
に
支
障
が
出
始
め
、
資
料
を
主
題
に
応
じ
て

書
架
に
並
べ
る
た
め
の
書
架
分
類
法
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

十
進
分
類
法

　

八
門
分
類
に
替
わ
っ
て
日
本
の
分
類
法
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
デ
ュ
ー
イ
（M

elvil 

D
ew

ey

）
が
１
８
７
６
年
に
発
表
し
た
十
進
分

類
法
（
Ｄ
Ｄ
Ｃ
）
で
し
た
。

　

Ｄ
Ｄ
Ｃ
は
、
0
か
ら
9
の
数
字
を
用
い
、
主
題

を
十
進
法
に
よ
っ
て
表
現
す
る
わ
か
り
や
す
い

記
号
法
と
、
詳
細
な
相
関
索
引
を
発
案
し
た
こ
と

で
、
英
語
圏
の
図
書
館
に
普
及
し
、
標
準
分
類
法

と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
で
最
初
の
十
進
分
類
法
に
つ
い
て
は
諸

説
あ
り
ま
す
が
、
１
９
０
０
年
前
後
に
は
Ｄ
Ｄ
Ｃ

を
参
考
と
し
た
分
類
法
が
登
場
し
、
１
９
１
０
年

代
に
は
多
く
の
図
書
館
で
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
応
用
し
た

分
類
法
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
山
口
図
書
館
の
館
長
で
あ
る
佐

野
友
三
郎
に
よ
っ
て
明
治
42（
１
９
０
９
）年
に
作

成
さ
れ
た
「
山
口
図
書
館
分
類
表
」
は
、
八
門
分

類
の
8
類
を
10
類
に
再
編
成
し
て
十
進
記
号
を

付
し
た
も
の
で
、
図
書
館
界
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
し
た（
図
２
）。

　

十
進
分
類
法
が
広
ま
る
の
と
軌
を
一
に
し
て
、

標
準
分
類
法
を
求
め
る
声
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。

大
正
7（
１
９
１
８
）年
に
全
国
府
県
立
図
書
館
長

会
議
で
「
標
準
分
類
法
制
定
に
関
す
る
件
」
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
と
、
翌
年
の
府
県
立
図
書
館
協
議

会
で
、
つ
い
に
「
山
口
図
書
館
分
類
表
の
百
区
分

日本の図書館の大半で共通に採用され、今や日本の
「標準分類法」としてゆるぎない地位を築いている NDC。
それはどのようにして生まれたのでしょうか。
NDC の誕生を振り返ります。
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図２　山口図書館分類表 
『山口圖書館和漢書分類目録（明治42年12月末現在）』より
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/897367/200

図１　帝国図書館の八門分類。1門の「社寺」を見ると、分類記号に
該当するものがないことがわかります（カコミ部分）。

『帝国図書館和漢図書分類目録分類目録 第一、第二門』目次部分
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/991399/3

を
標
準
分
類
表
と
す
る
」
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
こ
の
決
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
口

図
書
館
分
類
表
が
全
国
の
図
書
館
に
普
及
・
定
着

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
原
因
と

し
て
は
、
そ
も
そ
も
図
書
館
に
と
っ
て
分
類
法

の
全
面
的
な
変
更
に
は
大
変
な
労
力
が
か
か
る

こ
と
、
変
更
を
決
意
し
た
と
し
て
も
、
わ
ず
か

１
０
０
区
分
の
表
で
は
実
用
的
と
い
え
ず
、
山
口

図
書
館
分
類
表
を
独
自
に
改
変
す
る
図
書
館
が

相
次
い
だ
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

標
準
分
類
法
を
求
め
る
背
景

　

山
口
図
書
館
分
類
表
に
よ
る
統
一
は
失
敗
に

終
わ
り
ま
し
た
が
、
図
書
館
分
類
法
の
標
準
化
を

求
め
る
動
き
は
昭
和
時
代
に
入
っ
て
再
び
盛
ん

に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
の
背
景
に
は
、
図

書
館
の
量
的
な
拡
大
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
公
共
図
書
館
が
社
会
的
に
認
知
さ

れ
始
め
る
明
治
30
年
前
後
か
ら
、
各
地
で
図
書
館

が
新
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
正
時
代

に
入
る
と
図
書
館
数
は
飛
躍
的
に
増
え
、
特
に
大

正
11（
１
９
２
２
）～
昭
和
元（
１
９
２
６
）年
の
5
年

間
に
は
、
１
９
０
０
館
以
上
の
図
書
館
が
新
設
さ

れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
し
か
し
、
量
的
に
は
増
え
た

も
の
の
、
図
書
館
の
経
営
方
法
に
つ
い
て
は
、
い

ま
だ
手
探
り
の
ま
ま
の
状
況
で
し
た
。そ
の
た
め
、

図
書
館
界
で
は
、
標
準
分
類
法
の
制
定
を
始
め
と

し
て
、
図
書
館
経
営
の
指
針
と
な
る
基
準
を
求
め

る
声
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
登
場
し
た
の
が
Ｎ
Ｄ

Ｃ
で
し
た
。

Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
誕
生

和
洋
図
書
共
用
十
進
分
類
表
案
と
Ｎ
Ｄ
Ｃ

　

Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
創
案
者
で
あ
る
も
り
・
き
よ
し
（
森

清
）
は
、
明
治
39（
１
９
０
６
）年
に
大
阪
で
生
ま

れ
、
大
阪
市
立
実
業
学
校
商
業
本
科
に
在
学
中
、

ロ
ー
マ
字
運
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
間ま

み
や宮
不ふ

じ

お
二
雄
に
出
会
い
ま
す
。

　

間
宮
不
二
雄
は
、
大
正
11（
１
９
２
２
）年
に
日

本
初
の
図
書
館
用
品
専
門
店
「
間
宮
商
店
」
を
大

阪
で
創
業
、
図
書
館
用
品
の
発
売
や
図
書
館
学

の
研
究
書
等
を
出
版
し
た
実
業
家
で
あ
り
、
図

書
館
学
の
研
究
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
２

（
１
９
２
７
）年
に
は
若
手
の
図
書
館
員
を
糾
合
し

て
「
青
年
図
書
館
員
聯
盟
」
を
結
成
し
、
整
理
業

務
の
標
準
化
に
あ
た
る
な
ど
、
図
書
館
界
の
発
展

に
尽
力
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
11
年
、
間
宮
商
店
に
就
職
し
た
も
り
は
、

業
務
の
傍
ら
、
図
書
館
学
を
中
心
と
す
る
業
務
参

考
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
間
宮
文
庫
」
の
整
理
に
あ
た

り
ま
す
。
間
宮
文
庫
は
Ｄ
Ｄ
Ｃ
で
整
理
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
分
類
整
理
業
務
は
Ｎ
Ｄ
Ｃ
を
作
る
素
因

と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
3（
１
９
２
８
）年
、
も
り
は
、
青
年
図
書

館
員
聯
盟
の
機
関
紙
『
圕

と
し
ょ
か
ん

研
究
』
第
1
巻
2
号
・
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3
号
に
「
和
洋
図
書
共
用
十
進
分
類
表
案
」
を
発

表
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｄ
Ｃ
に
な
ら
っ
て
詳
細
な

相
関
索
引
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

翌
年
、
も
り
は
こ
の
案
に
基
づ
い
て
『
日
本

十
進
分
類
法

：

和
漢
洋
書
共
用
分
類
表
及
索
引
』

（
図
3
）を
刊
行
し
ま
す
。
英
語
名
は“

N
ippon 

D
ecim

al Classification ”

、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
誕
生
で

す
。
発
行
日
は
も
り
の
誕
生
日
で
あ
る
8
月
25
日

で
し
た
。

標
準
分
類
は
利
用
者
の
た
め
に

　

Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
登
場
は
、
図
書
館
界
に
大
き
な
反
響

を
呼
び
ま
し
た
。
当
時
和
歌
山
高
等
商
業
学
校
図

書
課
に
勤
務
し
て
い
た
鈴
木
賢ま

さ
ち祐
は
、
他
の
分
類

表
と
比
べ
て
Ｎ
Ｄ
Ｃ
が
最
も
理
論
的
で
緻
密
で

あ
り
、「
標
準
分
類
表
た
る
に
充
分
で
あ
る
」
と

結
論
づ
け
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
図
書
館
分
類
法
を
統
一
し
よ
う

と
す
る
運
動
そ
の
も
の
に
対
す
る
批
判
も
あ
り

ま
し
た
。
規
模
や
種
類
の
異
な
る
図
書
館
が
統
一

さ
れ
た
分
類
法
を
画
一
的
に
適
用
す
る
必
要
は

な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
は
独
自
に
分
類
法
を

作
成
す
れ
ば
よ
く
、
む
し
ろ
分
類
作
業
者
の
能
力

向
上
の
方
が
先
決
だ
ろ
う
―
―
と
い
っ
た
論
点
で

す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
鈴
木
は
、
標
準
分
類
法
に
よ
っ

て
分
類
作
業
者
の
負
担
が
減
る
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
複
数
の
図
書
館
を
利
用
す
る
利
用
者
に

と
っ
て
も
検
索
の
能
率
が
上
が
る
こ
と
を
強
調

し
、標
準
分
類
法
の
意
義
を
強
く
主
張
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
標
準
分
類
法
に
関
す
る
議
論
は
図

書
館
急
増
へ
の
対
応
策
と
し
て
語
ら
れ
が
ち
で

し
た
が
、
鈴
木
の
主
張
は
、
分
類
表
が
何
よ
り
も

利
用
者
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た

点
で
非
常
に
重
要
な
も
の
で
し
た
。

Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
普
及

　

鈴
木
賢
祐
は
理
論
面
で
Ｎ
Ｄ
Ｃ
を
支
援
し
ま

し
た
が
、
実
務
面
で
は
当
時
帝
国
図
書
館
員
で

あ
っ
た
加
藤
宗し

ゅ
う
こ
う
厚
の
支
援
が
あ
り
ま
し
た
。
刊

行
後
す
ぐ
に
Ｎ
Ｄ
Ｃ
初
版
を
目
に
し
た
加
藤
は
、

早
速
、
当
時
講
師
を
務
め
て
い
た
文
部
省
図
書
館

講
習
所
の
図
書
分
類
法
の
講
義
テ
キ
ス
ト
に
Ｎ

Ｄ
Ｃ
を
採
用
し
ま
す
。
ま
た
、昭
和
5（
１
９
３
０
）

年
に
『
図
書
館
雑
誌
』
の
編
集
を
担
当
す
る
と
、

8
月
号
か
ら
「
日
本
図
書
館
協
会
選
定
新
刊
図
書

目
録
」
を
Ｎ
Ｄ
Ｃ
に
よ
る
分
類
に
切
り
替
え
ま
し

た
。
こ
う
し
た
努
力
に
よ
っ
て
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
を
採
用

す
る
図
書
館
が
次
第
に
現
れ
始
め
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
は
少

し
ず
つ
図
書
館
に
定
着
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
と
、
全
国
の
図
書

館
が
戦
災
復
興
に
取
り
組
む
中
で
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
需

要
は
急
速
に
高
ま
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
の
整
備
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
昭

和
23（
１
９
４
８
）年
に
刊
行
さ
れ
た
文
部
省
編
『
学

校
図
書
館
の
手
引
』
で
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
が
学
校
図
書

館
の
分
類
法
に
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。『
学
校
図
書

館
の
手
引
』
に
Ｎ
Ｄ
Ｃ
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、

Ｎ
Ｄ
Ｃ
が
「
国
定
に
準
ず
る
」
と
受
け
止
め
ら

れ
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
が
標
準
分
類
法
と
し
て
認
め
ら
れ
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
同
じ
年
に
は
、
設
立
間
も
な
い
国
立
国

会
図
書
館
が
Ｎ
Ｄ
Ｃ
を
採
用
し
、
和
漢
書
の
整
理

を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
と
前
後
し
て
、
国
立
国

会
図
書
館
の
発
足
を
援
助
す
る
た
め
に
来
日
し

た
連
合
国
総
司
令
部
特
別
顧
問
の
ダ
ウ
ン
ズ
も
、

国
立
国
会
図
書
館
に
対
し
て
、
和
漢
書
の
分
類
法

に
Ｎ
Ｄ
Ｃ
を
採
用
す
る
こ
と
を
勧
告
し
ま
し
た
。

ダ
ウ
ン
ズ
は
、
全
国
の
図
書
館
が
国
立
国
会
図
書

館
の
付
与
し
た
分
類
記
号
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

国
立
国
会
図
書
館
が
先
達
と
な
っ
て
分
類
法
を

統
一
す
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
が
契
機
と
な
り
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
は
日
本
の
図

書
館
界
に
急
速
に
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。
現
在

で
は
名
実
と
も
に
日
本
の
標
準
分
類
法
の
地
位

を
確
立
し
て
い
ま
す
。 

（
髙
橋　

良
平
）

ＮＤＣの歴史について、より詳しくは、NDL 書誌情報
ニュースレター「日本十進分類法（NDC）の歴史」
前編および後編（2016年4号および2017年1号に
掲載）をご覧ください。

図３　『日本十進分類法 : 和漢洋書共用分類表及索引』より

http://www.ndl.go.jp/jp/data/bib_newsletter/
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先
生
：
カ
ー
ネ
に
は
以
前
Ｎ
Ｄ
Ｃ
に
つ
い
て
説
明
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ね
（
１
）
。
覚
え
て
い
る
か
な
？

カ
ー
ネ
：
え
ー
と
、
う
ー
ん
と
…
…
あ
っ
、
思
い
出
し
ま

し
た
！　

本
の
テ
ー
マ
を
数
字
で
表
す
分
類
法
で
す
。

日
本
十
進
分
類
表
で
す
よ
ね
。
ぼ
く
の
近
所
の
図
書
館

も
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
順
で
本
を
並
べ
て
い
ま
し
た
。
妖
精
に
つ

い
て
の
本
が
３
８
８
．３
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
説
・
民
話
）

の
棚
に
あ
っ
た
ワ
ン
！

先
生
：
そ
の
と
お
り
。
Ｎ
Ｄ
Ｃ
9
版
が
出
た
の
は
今
か
ら

約
20
年
前
の
１
９
９
５
年
。
そ
し
て
２
０
１
４
年
12
月
、

日
本
図
書
館
協
会
か
ら
、
待
望
の
最
新
版
で
あ
る
Ｎ
Ｄ

Ｃ
10
版
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
は
、

今
年
4
月
か
ら
こ
の
分
類
表
を
使
い
始
め
た
の
で
す
。

カ
ー
ネ
：
で
、
い
っ
た
い
な
に
が
変
わ
っ
た
ん
で
す
か
？

先
生
：
そ
れ
で
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
国
立
国
会
図

書
館
蔵
書
検
索
・
申
込
シ
ス
テ
ム
）
で
書
誌
デ
ー
タ
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
（
図
1
）。

カ
ー
ネ
：
あ
っ
、「
Ｎ
Ｄ
Ｃ(

10)

」
っ
て
書
い
て
あ
る
ワ

ン
！

先
生
：
こ
れ
は
、「
こ
の
本
の
テ
ー
マ
を
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
10
版

の
記
号
で
表
し
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
こ
と
を
示
し

て
い
る
の
で
す
。
4
月
か
ら
、
国
立
国
会
図
書
館
が

新
し
く
作
る
和
図
書
資
料
（
一
部
を
除
く
）
な
ど
の
書

誌
デ
ー
タ
に
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
10
版
の
記
号
を
つ
け
る
こ

と
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
（
２
）
。

カ
ー
ネ
：
そ
う
な
ん
だ
～
。

先
生
：
国
立
国
会
図
書
館
の
書
誌
デ
ー
タ
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ

サ
ー
チ
（
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
）
で
は
こ
の
よ
う
に

表
示
さ
れ
ま
す
（
図
2
）。
当
面
は
Ｎ
Ｄ
Ｃ
9
版
を
使

い
続
け
る
人
や
図
書
館
の
た
め
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
10
版
の
分
類

記
号
に
加
え
て
、
そ
れ
を
機
械
的
に
変
換
し
た
Ｎ
Ｄ
Ｃ

9
版
の
記
号
も
つ
い
て
い
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
（
３
）。

カ
ー
ネ
：
Ｎ
Ｄ
Ｃ
10
版
を
使
う
こ
と
に
な
っ
て
、
国
立
国

会
図
書
館
の
書
誌
デ
ー
タ
で
は
こ
ん
な
ふ
う
に
変
わ
っ

た
ん
で
す
ね
！　

で
も
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
9
版
と
Ｎ
Ｄ
Ｃ
10

版
っ
て
、
そ
も
そ
も
ど
う
違
う
ん
で
す
か
？

先
生
：
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
お
お
ま
か
な
体
系
は
そ
の
ま
ま
で
す
。

で
す
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
項
目
で
は
変
わ
っ
た
と
こ

ろ
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
（
４
）。
実
際
に
分
類
表
を
見
て
比

べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
に
掲
げ
た
Ｎ
Ｄ
Ｃ
9
版（
左
）

と
Ｎ
Ｄ
Ｃ
10
版
（
右
）、
ど
こ
が
変
わ
っ
た
か
分
か
り

ま
す
か
？
（
図
3
）

カーネ

図 2　ＮＤＬサーチの書誌データ表示画面例

図 1　ＮＤＬ-ＯＰＡＣの書誌データ表示画面例

こんにちワン、カーネです。
国立国会図書館が、新しい分類表を使うことにしたらしいワン。
なんでも、ＮＤＣ9 版から改訂されたＮＤＣ10 版っていう
分類表らしいけど、それってなにが変わったんだろ？　
ということで、先生に聞いてみることにしたワン！

書誌調整
What's

ふ
た
た
び
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カ
ー
ネ
：
じ
ー
っ
…
…
。
あ
っ
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
10
版
の
ほ
う
に

は
、「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
」
っ
て
項
目
が
あ
る
ワ
ン
！

先
生
：
正
解
で
す
。
Ｎ
Ｄ
Ｃ
10
版
で
は
、
７
４
２
．５
２
と

し
て
、「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
」
の
項
目
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
分
類
記
号
の
右
肩
に
プ
ラ
ス
印
（+

）
が
つ
い

て
い
る
の
が
、
新
設
項
目
の
目
印
で
す
。
Ｎ
Ｄ
Ｃ
9
版

が
出
た
１
９
９
５
年
ご
ろ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は
現
在

ほ
ど
一
般
に
普
及
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
後

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
の
本
が
た
く
さ
ん
出
版
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応

し
て
、
こ
の
項
目
が
新
設
さ
れ
た
の
で
す
。

カ
ー
ネ
：
な
る
ほ
ど
。
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

先
生
：
Ｎ
Ｄ
Ｃ
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
知
識
を
網
羅
し
体

系
化
す
る
こ
と
で
、
ど
ん
な
主
題
、
ど
ん
な
テ
ー
マ
の

図
書
で
も
知
識
の
体
系
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
分
類
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
世
の
中
が
変

わ
っ
て
新
し
く
出
て
き
た
主
題
に
対
応
す
る
た
め
、
定

期
的
な
改
訂
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
と
く
に
Ｎ
Ｄ
Ｃ
9

版
の
刊
行
か
ら
の
20
年
間
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登

場
な
ど
情
報
学
の
分
野
は
と
て
も
発
展
し
ま
し
た
。
そ

れ
に
応
じ
て
、
０
０
７
（
情
報
学
・
情
報
科
学
）
は
大

き
く
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
例
と
し
て
０
０
７
．３
（
情

報
と
社
会
）
の
と
こ
ろ
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
（
図
4
）。

カ
ー
ネ
：
ホ
ン
ト
だ
、
新
し
く
で
き
た
項
目
の
プ
ラ
ス
印

（+

）
が
た
く
さ
ん
あ
る
ワ
ン
！
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
」（
０
０
７
．３
５
３
）
と
か
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」

（
０
０
７
．３
７
）
と
か
の
項
目
が
で
き
た
ん
で
す
ね
。

分
類
表
の
改
訂
か
ら
世
の
中
の
移
り
変
わ
り
が
分
か
っ

て
、
お
も
し
ろ
い
ワ
ン
！

先
生
：
Ｎ
Ｄ
Ｃ
は
、
１
９
２
９
年
に
初
版
が
発
行
さ
れ
て

か
ら
、
時
代
の
変
化
に
向
き
合
い
10
版
ま
で
改
訂
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。知
識
の
体
系
を
よ
り
適
切
に
表
現
し
、

新
た
な
物
事
や
概
念
を
分
類
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も

変
化
し
続
け
て
い
く
で
し
ょ
う
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
を
は
じ
め
、

図
書
館
は
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
改
訂
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
（
５
）。

カ
ー
ネ
：
新
し
い
Ｎ
Ｄ
Ｃ
10
版
を
使
っ
て
い
く
の
っ
て
大

事
な
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！

　
（
収
集
書
誌
部 

収
集
・
書
誌
調
整
課(

執
筆
当
時)

　

木
下　

竜
馬
）

742 写真器械・材料　Camera and photographic materials

    .2 　感光材料：写真乾板，フィルム，印画紙→：572.7；578.57

    .4 　写真薬品・処方

    .5 　写真機［カメラ］　 →：535.85

　　　＊シャッタ，フィルタ，露出計，付属品などを含む

　　　＊カメラの使い方は，ここに収める

    .6 　　レンズ　→：535.87

    .8 　設備：スタジオ，暗室

742 写真器械・材料　Camera and photographic materials

    .2 　感光材料：写真乾板，フィルム，印画紙→：572.7；578.57 

    .4 　写真薬品・処方

    .5 　カメラ［写真機］ 　→：535.85

　　　＊シャッター，フィルター，露出計，付属品は，ここに収める

　　　＊カメラの使い方は，ここに収める

    .52＋ 　　デジタルカメラ

    .6 　　レンズ　→：535.87

    .8 　設備：スタジオ，暗室

007.35  　情報産業．情報サービス  →：547.48；694
    .353＋ 　　ソーシャルメディア：電子掲示板，ブログ，ウィキ，ソーシャルネットワーキングサービス［SNS］

　　　＊画像・動画共有サイトは，ここに収める
    .37＋ 　情報セキュリティ→：007.609；547.48

　　　＊ここには，情報セキュリティ〈一般〉を収める
    .375＋ 　　不正操作：コンピュータウイルス，ハッキング，クラッキング，マルウェア，スパイウェア

図 3　ＮＤＣ9 版とＮＤＣ10 版における 742（写真器械・材料）の比較。左がＮＤＣ9 版、右がＮＤＣ10 版からの抜粋

図 4　
ＮＤＣ10 版における
007.3（情報と社会）からの抜粋

先生

1 本誌 660（2016 年 4 月）号 pp.25-28

2 NDL で NDC10 版による分類を付与している資料群は、NDC9 版を付与してい
たものと同じです。和図書資料以外にも、パッケージ系電子資料や地図資料にも
NDC10 版を付与しています。詳細は以下のページの「書誌データ水準」をご覧く
ださい。http://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/levels.html

3 これは、NDC10 版の取り込みにシステムが対応していない各種図書館向けに実
施する、限定した処理です。NDL サーチにおけるNDC10 版への対応の詳細に
ついては、以下をご覧ください。「国立国会図書館サーチにおけるNDC10 版適用
開始について」　http://iss.ndl.go.jp/information/2017/01/20_announce-3/

4 NDC10 版への改訂の方針や概要については、以下をご覧ください。 
大曲俊雄「NDC10 版の変わったところ」『専門図書館』272, pp32-36, 2015 
藤倉恵一「日本十進分類法 (NDC) 新訂 10 版を概観する」『大学図書館問題研
究会誌』40, pp11-24, 2015

5 NDL の NDC10 版適用の方針等については、以下をご覧ください。「2017 年 4
月から『日本十進分類法』新訂 10 版（NDC10 版）を適用します」『NDL 書誌
情報ニュースレター』2016 年 4 号 
http://www.ndl.go.jp/jp/data/bib_newsletter/2016_4/article_01.html
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和
風
パ
ス
タ
専
門
の
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
が
社
史
を

出
版
し
た
ら
、
以
下
の
ど
こ
に
分
類
し
ま
す
か
？　
『
日

本
十
進
分
類
法
』（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）に
は
、「
６
７
３
．９
７ 

飲
食

店
」
の
下
に
、「
．９
７
１ 

日
本
料
理
店　

．９
７
２ 

中
国

料
理
店
．
ア
ジ
ア
・
ア
ラ
ブ
料
理
店　

．９
７
３ 

西
洋
料

理
店　

．９
７
４ 

そ
の
他
の
料
理
店
」
と
い
う
項
目
が
あ

り
ま
す
。
和
風
パ
ス
タ
は
、
日
本
料
理
で
は
な
い
で
す
よ

ね
。
パ
ス
タ
で
す
か
ら
、
西
洋
料
理
で
し
ょ
う
か
。
で
も

和
風
だ
し
、よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
「
そ
の
他
の
料
理
店
」

に
し
て
よ
い
？　

そ
れ
と
も
上
位
の「
飲
食
店
」に
す
る
？

　

こ
う
し
た
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
に
、
当
館
で
は
Ｎ
Ｄ

Ｃ
９
版
の
項
目
に
対
す
る
解
釈
や
運
用
方
法
を
定
め
た

「
分
類
基
準
」を
設
け
て
い
ま
し
た
。「
そ
の
他
の
料
理
店
」

は
不
使
用
と
し
、
和
風
パ
ス
タ
の
よ
う
に
よ
く
わ
か
ら
な

い
料
理
店
は
上
位
の
「
飲
食
店
」
に
分
類
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
「
５
５
６ 

各
種
の
船
舶
・
艦
艇 

」
の
下
位
に
は
、

「
．３ 

商
船　

．４ 

旅
客
船　

．５ 

客
貨
船　

．６ 

貨
物
船
」

と
い
う
項
目
が
同
列
で
並
ん
で
い
ま
し
た
が
、
旅
客
船
か

ら
貨
物
船
は
、
商
船
の
下
位
概
念
で
あ
る
と
判
断
し
て
、

「
５
５
６
．４
／
６
は
，
商
船
の
下
位
の
分
類
項
目
と
解
す

る
」
と
規
定
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
が
新
訂
10
版
に
な
る
に
あ
た
り
、
こ
れ

ら
の
分
類
基
準
を
す
べ
て
見
直
し
、
当
館
独
自
の
も
の
は

で
き
る
限
り
な
く
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
作
成
し
た
書
誌

デ
ー
タ
を
全
国
の
図
書
館
や
利
用
者
の
皆
様
に
使
っ
て
い

た
だ
き
や
す
く
す
る
た
め
で
す
。
料
理
店
の
例
で
は
、
Ｎ

Ｄ
Ｃ
10
版
に
準
拠
し
て
「
６
７
３
．９
７
４ 

そ
の
他
の
料

理
店
」
を
日
本
・
ア
ジ
ア
・
西
洋
以
外
の
地
域
の
料
理
を

提
供
す
る
店
に
使
用
し
、
上
位
の
「
飲
食
店
」
は
和
食
も

中
華
も
西
洋
料
理
も
提
供
す
る
よ
う
な
店
に
使
用
す
る
と

改
め
ま
し
た
。
今
後
和
風
パ
ス
タ
店
の
社
史
が
実
際
に
来

た
ら
、
メ
ニ
ュ
ー
と
新
し
い
規
定
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
分

類
し
ま
す
。
商
船
の
例
で
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
10
版
で
旅
客
船
か

ら
貨
物
船
の
分
類
項
目
が
商
船
の
下
位
項
目
に
改
め
ら
れ

た
た
め
、
当
館
の
規
定
が
不
要
に
な
り
削
除
し
ま
し
た
。

　

２
年
間
か
け
て
各
分
野
の
規
定
を
、
参
考
書
や
専
門
書

を
調
べ
な
が
ら
見
直
す
う
ち
に
、
外
食
産
業
か
ら
船
舶
ま

で
、
日
常
生
活
に
は
不
要
か
も
し
れ
な
い
知
識
が
た
く
さ

ん
身
に
つ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
検
討
の
た
め
に
２
年
間

め
く
り
続
け
た
私
の
Ｎ
Ｄ
Ｃ
10
版
の
小
口
は
、
10
年
以
上

使
い
込
ま
れ
た
Ｎ
Ｄ
Ｃ
９
版
同
様
に
、
す
で
に
手
垢
で

真
っ
黒
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
黒
く
な
っ
た
Ｎ
Ｄ
Ｃ
10
版
を

相
棒
に
、
図
書
の
整
理
を
し
て
い
き
ま
す
。

（
国
内
資
料
課　

主
題
I
）

めくり続けて
真っ黒になるまで
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see also...

「欧米国立図書館の RDA 適用状況に関する調査報告」『NDL 書誌情報ニュー
スレター』2016 年 2 号（通号 37 号）
http://www.ndl.go.jp/jp/data/bib_newsletter/2016_2/article_02.html

「デジタル時代における国立図書館の蔵書構築―欧米国立図書館を対象とした
調査報告―」『カレントアウェアネス』 （CA1883）
http://current.ndl.go.jp/ca1883

北米・欧州図書館巡行記　欧州編 吉
よしいえ

家　あかね

スコットランド国立図書館

英国図書館
（ボストンスパ館）

ヨーロッパ
0

1/4,325,500

500km

ドイツフランス

イギリス

ウェールズ国立図書館

フランス国立図書館
ドイツ国立図書館
（フランクフルト館）

ドイツ国立図書館
（ライプツィヒ館）

ベルリン国立図書館
（ウンター・デン・リンデン館・

ポツダム通り館）

（セントパンクラス館）
英国図書館

平
成
27
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
私
は
北

米
と
欧
州
の
国
立
図
書
館
を
訪
問
し
、
各
図
書

館
の
収
集
業
務
と
目
録
作
成
業
務
に
つ
い
て
調

査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
前
月
号
の
北

米
編
に
引
き
続
き
、
訪
問
中
の
出
来
事
や
、
お

世
話
に
な
っ
た
職
員
の
方
々
を
ご
紹
介
し
な
が

ら
、
欧
州
各
地
の
図
書
館
の
雰
囲
気
を
お
伝
え

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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改装工事中のウンター・デン・リンデン館。
左は大閲覧室。天井からはアルミ製のオブジェ
がつりさげられています。建築費用のうち、一定
の割合を、こうした美術作品の購入に充てること
が義務付けられているとのこと。

目録作成部門のビルギット・ラッティさん

ポツダム通り館

　

ド
イ
ツ
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書

館
と
ド
イ
ツ
国
立
図
書
館
（
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ヒ
館
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
館
）
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

本
誌
２
０
１
６
年
2
月
号
の
「
世
界

図
書
館
紀
行
」
で
す
で
に
ご
紹
介
し
て

い
る
と
お
り
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館

（
以
下
Ｓ
Ｂ
Ｂ
）
と
ド
イ
ツ
国
立
図
書

館
（
以
下
Ｄ
Ｎ
Ｂ
）
は
、
東
西
ド
イ
ツ

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
中
心
的
な
機
能
を

担
っ
た
図
書
館
が
、
ド
イ
ツ
統
一
後
に

統
合
し
て
誕
生
し
た
図
書
館
で
す
。
ど

ち
ら
の
図
書
館
も
、
現
在
は
元
の
境
界

を
超
え
て
問
題
な
く
連
携
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
図
書
館
機
能
に
影

響
の
な
い
範
囲
で
、
東
西
の
境
界
が
残

る
一
面
も
あ
る
よ
う
で
す
。
た
と
え
ば

Ｄ
Ｎ
Ｂ
で
は
、
旧
東
ド
イ
ツ
領
下
の
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
館
、
旧
西
ド
イ
ツ
領
下
の

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
館
と
の
間
で
、
業
務

上
の
往
来
は
盛
ん
で
す
が
、
人
事
配
置

の
面
で
は
小
規
模
の
交
流
が
あ
る
の
み

で
、
基
本
的
に
館
を
ま
た
い
だ
異
動
は

な
い
そ
う
で
す
。

　

Ｓ
Ｂ
Ｂ
の
ウ
ン
タ
ー
・
デ
ン
・
リ
ン

デ
ン
館
で
利
用
者
案
内
部
門
を
統
括
し

て
い
る
ヨ
セ
フ
・
ク
ー
ル
さ
ん
は
、
旧

西
ド
イ
ツ
出
身
で
、
組
織
の
統
合
直
後

に
、
旧
西
側
に
あ
る
ポ
ツ
ダ
ム
通
り
館

か
ら
旧
東
側
の
ウ
ン
タ
ー
・
デ
ン
・
リ

ン
デ
ン
館
に
異
動
し
て
き
ま
し
た
。
ヨ

セ
フ
さ
ん
が
旧
東
側
区
域
に
入
っ
て
い

ち
ば
ん
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
排
気
ガ

ス
の
に
お
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ヨ
セ

フ
さ
ん
は
と
く
べ
つ
気
に
し
な
か
っ
た

そ
う
で
す
が
、
当
時
は
東
西
ど
ち
ら
の

職
員
も
、
旧
境
界
線
を
越
え
る
こ
と
に

は
不
安
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
い
ま

は
東
西
の
職
員
が
同
じ
部
署
に
い
る

ケ
ー
ス
も
増
え
ま
し
た
が
、
依
然
旧
東

ド
イ
ツ
出
身
者
が
大
半
を
占
め
る
部
署

も
あ
る
そ
う
で
す
。
当
時
を
知
る
方
か

ら
お
話
を
聞
く
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　

ち
な
み
に
訪
問
当
日
の
ヨ
セ
フ
さ

ん
の
お
仕
事
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
利

用
者
案
内
。
電
話
で
の
案
内
も
交
代
で

行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
き
れ
い
に

色
分
け
さ
れ
た
、
見
る
か
ら
に
高
機
能

な
エ
ク
セ
ル
当
番
表
を
見
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
さ
す
が
ド
イ
ツ
…
…
と
い

う
陳
腐
な
感
想
を
呑
み
込
ん
で
話
の
続

き
を
聞
く
と
、
電
話
案
内
も
一
部
テ
レ

ワ
ー
ク
で
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
館

内
か
ら
回
答
す
る
際
も
、
当
番
職
員
が

専
用
電
話
の
前
に
座
る
の
で
は
な
く
、

担
当
時
間
ご
と
に
電
話
を
切
り
替
え
る

こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
ス
ペ
ー
ス

で
対
応
し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

ＳＢＢ 
Staatsbibliothek zu Berlin

ベルリン国立図書館

ヨセフ・クールさん
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ド
イ
ツ
の
図
書
館
を
巡
る
と
、
建

物
、
組
織
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
展
示
会

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
歴
史
の
傷
跡
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。
Ｓ
Ｂ
Ｂ
で
は
、
ナ

チ
ス
に
よ
る
略
奪
本
の
散
逸
状
況
の
調

査
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｄ

Ｎ
Ｂ
は
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
亡

命
者
や
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
関
連
の
資
料
を

所
蔵
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
個
別
に
予
算
が
組
ま
れ
る

た
め
、
全
体
予
算
の
増
減
の
影
響
を
受

け
ま
せ
ん
。
訪
問
当
日
の
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
館
で
は
、
移
民
差
別
に
反
対
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
Ｄ
Ｎ
Ｂ
は
、
新
着
資
料
の

収
集
か
ら
目
録
作
業
に
至
る
ま
で
、
多

く
の
実
験
的
な
試
み
を
行
っ
て
い
る
一

方
で
、
負
の
歴
史
に
向
き
合
う
こ
と
を

当
然
の
責
務
と
し
て
い
ま
す
。
短
い
訪

問
の
あ
い
だ
に
も
、
ド
イ
ツ
と
い
う
国

の
、
過
去
に
対
す
る
強
い
意
思
を
垣
間

見
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ド
イ
ツ
で
は
、
欧
米
の
移
民

事
情
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
と
南
下
す
る
に
つ
れ

て
、
街
中
で
移
民
と
思
わ
れ
る
人
々
と

行
き
交
う
こ
と
が
格
段
に
増
え
ま
す
。

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
は
、
ト
ル
コ
人
移
民

が
集
う
地
区
に
宿
を
と
り
、
街
中
で
は

反
移
民
デ
モ
に
も
遭
遇
し
ま
し
た
。
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
は
、
海
を
漂
う
難
民

の
写
真
を
手
に
、
自
分
も
同
じ
境
遇
だ

と
言
う
シ
リ
ア
出
身
の
青
年
に
会
い
ま

し
た
。

DNB
Deutsche Nationalbibliothek

ドイツ国立図書館

フランクフルト館訪問後、地元名物のアップルワイ
ン居酒屋で建築関連の職人さんたちと。
ロシア、オランダ、イタリア、フランス、シリア、ユ
ダヤとルーツはさまざま。

ライプツィヒ館内の、出版の歴史をたどる展示（左上）、アンネフランクホロコースト資料室（右上）。
音楽資料館（左下）、ドイツ書籍活字博物館（右下）も同じ建物内に位置しています。

ライプツィヒ館入口

ライプツィヒ館を

案内してくださった

シビル・ユンクさん
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フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
パ
リ
ま
で
、

国
際
列
車
の
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
イ
ン
タ
ー
シ

テ
ィ
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
）
で
向
か
い
ま

す
。
国
境
を
超
え
た
あ
た
り
で
、
筋
肉

隆
々
の
警
察
官
が
車
両
の
出
入
口
を
ふ

さ
ぎ
、
な
か
ば
陽
気
な
ふ
う
を
装
っ
て

「
パ
ス
ポ
ー
ト
！
」
の
掛
け
声
で
検
問

を
始
め
る
と
、
車
内
は
一
気
に
緊
張
感

で
満
た
さ
れ
ま
し
た
。
出
身
地
を
た
ず

ね
ら
れ
て
し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
な
っ
て
い

る
中
東
系
の
青
年
が
通
路
を
引
き
ず
ら

れ
て
い
き
、
ド
ア
の
向
こ
う
で
尋
問
を

受
け
て
い
る
の
が
見
え
、
こ
ち
ら
も
落

ち
着
い
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

パ
リ
で
の
テ
ロ
の
約
３
週
間
後
、
し

か
も
事
前
に
予
約
し
て
い
た
ホ
テ
ル

が
、
事
件
現
場
と
な
っ
た
バ
タ
ク
ラ
ン

劇
場
と
近
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
少
し

お
び
え
て
の
パ
リ
入
り
と
な
り
ま
し
た

が
、
通
り
に
警
察
官
が
多
い
こ
と
を
除

け
ば
、
街
中
は
普
段
と
変
わ
ら
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。
週

末
の
宵
、
大
通
り
に
面
し
た
カ
フ
ェ
は

ま
ん
べ
ん
な
く
混
雑
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
（
以
下
Ｂ
ｎ

Ｆ
）
で
も
、
事
件
直
後
の
休
館
だ
け
で

な
く
、
営
業
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
り
、

持
ち
込
み
荷
物
の
制
限
が
強
化
さ
れ
た

り
等
の
影
響
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
念

の
た
め
、
面
会
の
日
時
に
変
わ
り
が
な

い
か
、
Ｂ
ｎ
Ｆ
で
蔵
書
構
築
方
針
の
編

集
を
担
当
す
る
シ
ル
ヴ
ィ
・
ボ
ン
ネ
ル

さ
ん
に
事
前
に
連
絡
を
と
っ
て
み
た
と

こ
ろ
、
予
定
に
変
更
な
し
と
い
う
お
返

事
に
、
こ
う
書
き
添
え
ら
れ
て
あ
り
ま

し
た
。「
も
ち
ろ
ん
み
ん
な
衝
撃
を
受

け
た
け
ど
、
人
生
は
続
く
か
ら
。」

　

以
前
の
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
は
、

一
般
利
用
者
に
と
っ
て
敷
居
の
高
い
場

所
だ
っ
た
印
象
で
す
が
、
現
在
は
、
研

究
者
以
外
に
も
門
戸
を
開
き
、
サ
ー
ビ

ス
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
ま
す
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
館
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
語
の
資
料
が
大
半
を
占
め
る

一
般
利
用
者
用
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
利

用
者
ア
ク
セ
ス
の
よ
い
場
所
に
収
め
、

外
国
資
料
も
多
く
含
む
研
究
者
用
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
階
下
の
専
用
エ
リ
ア

に
置
く
と
い
っ
た
配
置
の
工
夫
に
よ
っ

て
、
一
般
の
利
用
者
が
気
軽
に
利
用
で

き
る
図
書
館
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

BnF
Bibliothèque nationale
de France
フランス国立図書館

建物が本の形をしたミッテラン館。 
上層階部分が書庫スペースにあてられています。

クリスマスを前にして、
飾り付けがされた事務スペース



23 国立国会図書館月報 674号 2017.6

BL
British Library
英国図書館

　

さ
て
い
よ
い
よ
旅
も
終
盤
、
ユ
ー

ロ
ス
タ
ー
に
乗
っ
て
イ
ギ
リ
ス
に
入

り
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
の
最
初

の
訪
問
先
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
英
国
図
書

館
（
以
下
Ｂ
Ｌ
）
セ
ン
ト
パ
ン
ク
ラ
ス

館
で
す
。
こ
ち
ら
の
図
書
館
も
昔
は
利

用
の
敷
居
が
高
か
っ
た
と
評
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
い
ま
や
そ
の
入

口
ロ
ビ
ー
に
は
幼
児
の
姿
も
ち
ら
ほ
ら

見
え
る
ほ
ど
の
開
放
的
な
空
間
に
な
っ

て
い
ま
す
。
私
が
訪
問
し
た
と
き
は

館
内
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
『
不
思

議
の
国
の
ア
リ
ス
』
展
、
別
の
専
用
ス

ペ
ー
ス
で
は
各
国
の
印
刷
文
化
を
た
ど

る
貴
重
書
の
無
料
展
示
と
、
西
ア
フ
リ

カ
の
言
語
芸
術
と
音
楽
に
関
す
る
有

料
展
示”W

est Africa: W
ord, Sym

bol, 
Song”

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
余
談

で
す
が
、
２
０
１
６
年
に
開
催
さ
れ
た

パ
ン
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
誕
生
40
周
年
の

展
示”Punk 1976-78”

は
、
公
的
機
関

の
主
催
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
パ
ン

ク
の
当
事
者
間
で
も
そ
の
賛
否
が
分
か

れ
、
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｂ
Ｌ
と
い
え
ば
、
デ
ジ
タ
ル
環
境
下

に
お
け
る
新
し
い
図
書
館
へ
と
積
極
的

に
脱
皮
を
試
み
て
い
る
先
駆
的
存
在
で

す
が
、
人
が
集
う
場
と
し
て
の
魅
力
を

高
め
る
と
い
う
「
ア
ナ
ロ
グ
」
な
指
向

も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
に
新
鮮
な

驚
き
を
覚
え
ま
し
た
。

セントパンクラス館のアリス展

ロンドンのセントパンクラス館からおよそ
300km の距離にあるボストンスパ館。
巨大な自動書庫設備を備えています。

クリスマスを前にして、
飾り付けがされた事務スペース
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次
い
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
立
図
書

館
（
以
下
Ｎ
Ｌ
Ｓ
）
の
あ
る
エ
デ
ィ
ン

バ
ラ
へ
。
こ
ち
ら
で
は
、
蔵
書
構
築
部

長
の
グ
レ
ア
ム
・
フ
ォ
ー
ブ
ス
さ
ん
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｌ
Ｓ
の
方

針
に
つ
い
て
グ
レ
ア
ム
さ
ん
に
い
ろ
い

ろ
お
た
ず
ね
す
る
度
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
で
は
ど

う
な
の
か
と
い
う
逆
質
問
を
受
け
ま
す
。

い
ち
ど
、
い
た
ず
ら
な
笑
み
を
浮
か
べ

た
グ
レ
ア
ム
さ
ん
に「
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ

ク
に
や
ら
な
い
と
ね
」
と
返
さ
れ
、
は

て
な
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
終
盤
で
謎
が
と
け
ま
し
た
。
グ

レ
ア
ム
さ
ん
が
さ
っ
と
一
枚
の
紙
を
取

り
出
し
読
み
上
げ
た
の
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の

設
立
理
念
（「
真
理
が
わ
れ
ら
を
自
由
に

す
る
と
い
う
確
信
に
立
っ
て
、
憲
法
の

誓
約
す
る
日
本
の
民
主
化
と
世
界
平
和

と
に
寄
与
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
、

こ
こ
に
設
立
さ
れ
る
」）。
グ
レ
ア
ム
さ

ん
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
習
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
で
し
た
。
理
念

の
前
半
部
分
は
東
京
本
館
図
書
カ
ウ
ン

タ
ー
の
上
に
掲
げ
ら
れ
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
職
員

の
あ
い
だ
で
も
意
識
す
る
機
会
の
多
い

一
節
で
す
が
、
後
半
部
分
は
こ
う
し
て

あ
ら
た
め
て
提
示
さ
れ
て
み
る
と
、
自

分
が
と
く
べ
つ
な
注
意
を
は
ら
っ
て
い

な
い
こ
と
に
思
い
至
り
ま
し
た
。
日
常

の
業
務
に
忙
殺
さ
れ
る
な
か
で
も
、
職

員
の
仕
事
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
こ
れ
ら

の
理
想
に
つ
な
が
る
こ
と
を
意
識
し
な

お
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

グ
レ
ア
ム
さ
ん
の
部
署
に
は
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
国
旗
が
大
き
く
掲
げ
て
あ
り

ま
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
投

票
が
行
わ
れ
た
の
は
、
私
の
訪
問
の
一

年
前
で
す
。
独
立
に
つ
い
て
職
場
で
話

題
に
な
る
か
と
い
う
質
問
に
は
、
も
ち

ろ
ん
と
の
お
答
え
で
し
た
。
Ｎ
Ｌ
Ｓ
は

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
内
の
出
版
物
の
収
集

と
保
存
を
第
一
の
使
命
と
し
つ
つ
、
英

国
の
納
本
図
書
館
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ

と
を
活
か
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
外
の

英
国
出
版
物
も
多
く
収
集
し
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
独
立

が
実
現
し
た
暁
に
は
現
在
の
収
集
体
制

が
崩
れ
て
し
ま
う
の
で
は
と
質
問
し
た

と
こ
ろ
、
現
時
点
で
具
体
的
な
懸
念
は

な
い
が
、
な
ん
ら
か
の
影
響
は
あ
り
う

る
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
し
た
。
蔵
書
構

築
方
針
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、
国
立
図

書
館
の
業
務
が
そ
の
地
域
の
あ
り
か
た

に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
一
面
で
し
た
。

NLS
National Library of 
Scotland
スコットランド国立図書館

グレアムさんと目録作成部門のニールさん。

手に持っているのはおみやげにさしあげた

ＮＤＬ特製のクリアファイル。

書庫スペース不足は悩ましい
問題。省スペース化を図って、
工夫がこらされています。

ペストに関する展示。棺桶を模した展示ケースが
並んでいます。棺をあけると…
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さ
て
、
最
後
に
向
か
う
は
ウ
ェ
ー
ル

ズ
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
国
立
図
書
館
（
以
下

Ｎ
Ｌ
Ｗ
）
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
中
部
、
西
岸

沿
い
の
ア
ベ
リ
ス
ト
ウ
ィ
ス
と
い
う
町

に
あ
り
ま
す
。
１
９
０
５
年
に
図
書
館

と
博
物
館
の
設
立
が
決
ま
っ
た
際
、
ア

ベ
リ
ス
ト
ウ
ィ
ス
と
首
都
カ
ー
デ
ィ
フ

の
間
で
招
致
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

結
果
、
図
書
館
機
能
の
み
が
こ
ち
ら
ア

ベ
リ
ス
ト
ウ
ィ
ス
に
置
か
れ
る
こ
と
と

な
り
、
１
９
０
７
年
に
Ｎ
Ｌ
Ｗ
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ベ
リ
ス
ト
ウ
ィ
ス
は
風
光
明
媚
な

リ
ゾ
ー
ト
地
で
す
が
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

の
海
岸
通
り
は
人
の
姿
も
ま
ば
ら
。
で

も
、
曇
天
と
黒
い
海
を
背
景
に
し
た
、

う
ら
さ
び
し
い
街
並
み
に
も
ま
た
趣
が

あ
る
も
の
で
す
。
大
都
市
を
あ
わ
た
だ

し
く
渡
り
歩
い
て
き
た
後
に
落
ち
着
く

の
に
は
ぴ
っ
た
り
の
町
で
し
た
。
ク
リ

ス
マ
ス
を
前
に
し
て
、
目
抜
き
通
り
の

本
屋
に
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
出
身
の
詩
人

デ
ィ
ラ
ン
・
ト
マ
ス
の
『
ウ
ェ
ー
ル
ズ

の
子
ど
も
の
ク
リ
ス
マ
ス
』
が
ず
ら
り

と
並
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｌ
Ｗ
は
、
街
を
見
下
ろ
す
丘
の
上

に
位
置
し
ま
す
。
職
員
が
３
０
０
人
程

度
と
、
国
立
図
書
館
と
し
て
は
小
さ

な
規
模
の
図
書
館
で
す
。
お
も
に
お

世
話
に
な
っ
た
の
は
、
蔵
書
構
築
を

担
当
し
て
い
る
マ
ノ
ン
・
フ
ォ
ス

タ
ー
・
エ
バ
ン
ス
さ
ん
で
す
。
現

地
で
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
と
英
語

の
２
ヶ
国
語
表
示
が
一
般
的

で
し
た
が
、
地
元
出
身
の
マ

ノ
ン
さ
ん
の
日
常
言
語
は

ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
だ
そ
う
。
最

初
に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
を
覚
え

NLW
National Library of 
Wales
ウェールズ国立図書館

アベリストウィスの海岸

館名もウェールズ語と英語の 2 言語表記
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た
後
、
テ
レ
ビ
や
学
校
教
育
の
な
か
で

英
語
を
身
に
着
け
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
に

な
る
そ
う
で
す
。
非
英
語
圏
か
ら
き
た

私
を
気
遣
っ
て
く
だ
さ
り
、
何
日
間
も

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
ド
の
英
語
に
さ
ら

さ
れ
て
憔
悴
し
て
い
た
私
に
は
、
癒
し

の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
は
業
務
シ
ス
テ

ム
の
入
替
直
後
で
と
て
も
忙
し
い
時
期

だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
関
係
部
署
の
み

な
さ
ん
も
私
の
訪
問
を
快
く
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
Ｎ
Ｌ
Ｗ
は
、
た

と
え
ば
Ｒ
Ｄ
Ａ
の
よ
う
な
新
し
い
ル
ー

ル
を
導
入
す
る
の
に
も
人
手
が
足
り
な

い
た
め
、
い
ち
ど
き
に
業
務
体
制
を
組

み
直
し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
な

か
難
し
い
、
と
に
か
く
新
し
い
情
勢
に

追
い
つ
こ
う
と
す
る
だ
け
で
精
い
っ
ぱ

い
だ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
私
と
し
て

は
こ
う
し
た
リ
ア
ル
な
苦
労
話
に
親
近

感
を
覚
え
ま
し
た
。
た
だ
、
図
書
館
全

体
と
し
て
は
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
な
ど
の

開
催
に
熱
心
で
す
し
、
Ｎ
Ｌ
Ｗ
の
戦
略

方
針
な
ど
を
見
る
限
り
、
組
織
の
規
模

に
比
し
て
と
て
も
野
心
的
な
印
象
を
受

け
ま
す
。
外
部
財
団
か
ら
予
算
を
獲
得

す
る
た
め
に
は
積
極
的
な
姿
勢
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
重
要
な
の
で
、
そ

の
せ
い
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
こ
れ
は
Ｎ
Ｌ
Ｗ
だ
け
で
な
く
、

訪
問
し
た
各
図
書
館
に
共
通
し
て
み
ら

れ
た
特
徴
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
1
ヶ
月
に
及
ん
だ
図
書
館
巡
行

も
、
よ
う
や
く
終
了
。
早
朝
の
ア
ベ
リ

ス
ト
ウ
ィ
ス
を
発
つ
電
車
の
窓
か
ら
、

丘
の
上
に
立
つ
Ｎ
Ｌ
Ｗ
が
見
え
ま
す
。

長
い
よ
う
で
短
か
っ
た
旅
を
名
残
惜
し

く
思
う
一
方
、
は
や
く
こ
の
経
験
を
だ

れ
か
に
伝
え
た
い
と
気
が
急
く
帰
路
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
旅
が
終
わ
っ
て
１

年
以
上
経
ち
ま
す
が
、
と
き
ど
き
旅
の

な
か
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
が
ふ
と
眼
前

に
よ
み
が
え
り
ま
す
。
私
は
ひ
と
り
の

図
書
館
員
と
し
て
旅
に
出
ま
し
た
が
、

そ
の
肩
書
か
ら
期
待
で
き
る
以
上
の
も

の
を
得
ま
し
た
。
訪
ね
た
土
地
の
風
景
、

図
書
館
の
た
た
ず
ま
い
、
お
会
い
し
た

方
々
の
ま
な
ざ
し
と
こ
と
ば
、
こ
れ
ら

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
記
憶
を
こ
れ
か
ら
の

糧
と
し
て
Ｎ
Ｄ
Ｌ
で
の
仕
事
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

お
名
前
を
挙
げ
な
か
っ
た
方
々
も
含

め
、
訪
問
先
の
み
な
さ
ま
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り

て
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ウェールズ関連展示。左はレベルミュージック（反体制の音楽）
のジュークボックス。

ウェールズの古地図システムとマノンさん

アベリストウィス城跡
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ワ
イ
ン
と
ビ
ー
ル
で
は
、
ど
ち
ら
が
長
い

歴
史
を
持
つ
だ
ろ
う
か
。

　

答
え
は
ワ
イ
ン
だ
。
ワ
イ
ン
は
今
か
ら
約

８
千
年
前
に
西
ア
ジ
ア
で
生
ま
れ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
ビ
ー
ル
も
同
じ
く
西
ア
ジ
ア
で
、

早
け
れ
ば
約
５
５
０
０
年
前
ま
で
に
は
造
ら

れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
ワ

イ
ン
と
は
２
千
年
以
上
の
差
が
あ
る
。

　

ワ
イ
ン
は
ブ
ド
ウ
に
含
ま
れ
る
糖
を
発
酵

さ
せ
る
だ
け
で
造
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対

し
、
ビ
ー
ル
は
麦
に
含
ま
れ
る
デ
ン
プ
ン
を

切
断
し
て
ブ
ド
ウ
糖
に
変
え
、
そ
の
上
で
発

酵
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
生
産
の
工
程

が
よ
り
複
雑
な
も
の
と
な
る
。
両
者
の
誕
生

時
期
の
差
は
、
こ
れ
に
由
来
す
る
よ
う
だ
。

　

本
書
は
、
国
立
科
学
博
物
館
で
開
催
さ
れ

た
「
ワ
イ
ン
展
」
の
図
録
で
あ
る
。
太
古
の

昔
よ
り
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
ワ
イ
ン
を

様
々
な
観
点
か
ら
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て

い
る
。
ブ
ド
ウ
の
栽
培
か
ら
ワ
イ
ン
造
り
・

出
荷
ま
で
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
す
る
「
ワ
イ

ナ
リ
ー
に
行
っ
て
み
よ
う
」、
西
ア
ジ
ア
で

生
ま
れ
た
ワ
イ
ン
が
数
千
年
の
時
を
経
て
世

界
へ
広
が
っ
て
い
っ
た
足
跡
を
た
ど
る
「
ワ

イ
ン
の
歴
史
」、
味
・
香
り
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
ボ
ト
ル
や
グ
ラ
ス
と
い
っ
た
ワ
イ
ン

美
術
を
含
め
た
ワ
イ
ン
の
楽
し
み
方
を
教
え

て
く
れ
る
「
ワ
イ
ン
を
も
っ
と
楽
し
む
」
の

３
部
構
成
で
、
表
表
紙
は
赤
ワ
イ
ン
、
裏
表

紙
は
白
ワ
イ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
お
ぼ
し

き
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
装
丁
も
特
徴
的
だ
。

　

科
学
博
物
館
で
行
わ
れ
た
展
覧
会
だ
け

あ
っ
て
全
体
的
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
か
つ
科
学

的
な
観
点
か
ら
の
記
述
が
多
く
、
あ
り
ふ
れ

た
「
ワ
イ
ン
入
門
書
」
と
は
一
線
を
画
す
内

容
と
な
っ
て
い
る
。
ブ
ド
ウ
の
枝
の
せ
ん
定

方
式
ご
と
の
特
徴
な
ど
、
専
門
的
な
が
ら
興

味
深
い
記
述
も
あ
っ
て
面
白
い
。

　
「
ワ
イ
ン
の
歴
史
」
に
は
、
太
平
洋
戦
争

中
、
軍
事
利
用
の
た
め
に
日
本
で
ワ
イ
ン
の

増
産
が
行
わ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
登

場
す
る
。
軍
事
利
用
と
い
っ
て
も
、
軍
で
飲

用
と
す
る
た
め
で
は
な
い
。
ワ
イ
ン
に
多
く

含
ま
れ
る
酒
石
酸
か
ら
作
ら
れ
る
ロ
ッ
シ
ェ

ル
塩
が
高
感
度
ソ
ナ
ー
の
心
臓
部
の
材
料
と

な
る
た
め
、
対
潜
水
艦
用
の
水
中
聴
音
機
に

用
い
ら
れ
た
の
だ
。
ワ
イ
ン
が
兵
器
の
材
料

で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
に
は
大
い
に
驚
か
さ

れ
た
。

　
「
ワ
イ
ン
を
も
っ
と
楽
し
む
」
の
最
後
で

は
、
日
本
の
ワ
イ
ン
生
産
の
現
状
に
も
触
れ

て
い
る
。
国
産
の
ブ
ド
ウ
を
使
っ
た
「
日
本

ワ
イ
ン
」
は
品
質
の
向
上
と
と
も
に
近
年
評

価
を
高
め
て
い
る
と
い
う
。
日
本
ワ
イ
ン
が

輸
出
品
と
し
て
世
界
に
誇
れ
る
日
本
ブ
ラ
ン

ド
の
一
つ
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

　
「
ワ
イ
ン
展
」で
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ

プ
に
お
い
て
ワ
イ
ン
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、

展
示
を
観
覧
し
た
直
後
の
私
も
思
わ
ず
購
入

し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
図
録
も
展
覧
会
と
同

様
、
読
了
後
に
は
ワ
イ
ン
を
飲
み
た
く
な
る

よ
う
な
一
冊
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
本
書
で

知
識
を
深
め
た
上
で
、
そ
の
歴
史
と
文
化
・

科
学
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
ワ
イ
ン
を
味

わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

（
西
川 

久ひ
さ
し司
）

ワイン展
Wine THE EXHIBITION 
ぶどうから生まれた奇跡

国立科学博物館, 読売新聞社 編
c2015　141p　31cm
<請求記号　PA416-L17>
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N D L  T o p i c s
国
立
国
会
図
書
館
の
平
成
29
年
度
予
算

　

国
の
平
成
29
年
度
予
算
が
平
成
29
年
3
月
27
日
に
成
立
し

ま
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
の
平
成
29
年
度
歳
出
予
算
額
は
、

２
２
２
億
１
３
１
９
万
９
０
０
０
円
で
す
。
前
年
度
の
当
初
予

算
額
と
比
較
す
る
と
、
関
西
館
第
2
期
第
1
段
階
施
設
整
備
工

事
の
本
格
化
等
に
伴
い
、
約
２
６
億
５
７
０
０
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
予
算
の
お
も
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
関
西
館
第
２
期
第
１
段
階
施
設
整
備

　

平
成
26
年
11
月
の
国
立
国
会
図
書
館
建
築
委
員
会
勧
告
に
基

づ
き
、
平
成
28
年
度
か
ら
、
関
西
館
に
お
い
て
新
た
な
書
庫
棟

の
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
（
平
成
31
年
度
末
竣
工
予
定
）。

平
成
28
年
度
か
ら
の
4
か
年
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
総
額
約

１
４
３
億
２
６
０
０
万
円
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
29
年
度

は
、
工
事
に
必
要
な
経
費
と
し
て
約
２
８
億
９
７
０
０
万
円
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

○
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡
充

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
我
が
国
の
知
識
・
文
化
の
基
盤
と

な
る
出
版
物
へ
の
安
定
的
で
永
続
的
な
ア
ク
セ
ス
を
可
能
と
す

る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
、
我
が
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

価
値
創
出
等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
科
学
技
術
情
報

に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
に
着
手
し
ま
す
。
ま

た
、
平
成
13
年
度
ま
で
に
製
作
し
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
等
に
よ

る
視
覚
障
害
者
用
録
音
図
書
に
つ
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
開

始
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
資
料
の
利
用
と
保
存
の
両
立
の
観
点

か
ら
行
っ
て
い
る
国
内
刊
行
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
計
画
的
に

推
進
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
必
要
な
経
費
と
し
て
、
平
成

29
年
度
は
約
2
億
３
７
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

７
９
５
号

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
振
興
と
基
盤
整
備

北
方
領
土
に
お
け
る
経
済
及
び
社
会
の
現
状
と
課
題

　

―
２
０
１
５
年
の
年
次
報
告
か
ら
―

高
齢
化
と
世
帯
数
減
少
下
の
家
計
消
費
の
行
方

　

―
家
計
消
費
変
動
の
要
因
分
解
を
踏
ま
え
て
―

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
国
民
投
票
の
3
つ
の
実
施
例
と
問
題
点

諸
外
国
の
就
労
促
進
・
子
育
て
支
援
等
の
た
め
の
税
制
上
の
措
置

―
所
得
課
税
に
関
連
し
て
―

イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
の
科
学
技
術
政
策

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３（
３
５
２
３
）０
８
１
２

予算の費目別構成比（平成29年度）

平成29年度歳出予算額 （単位：千円）
（項）国立国会図書館 18,083,495
　人件費 9,382,691
　国立国会図書館共通経費 174,315
　国会サービス経費 305,734
　資料費 2,336,057
　　うち納入出版物代償金 390,248
　情報システム経費 3,261,313
　東京本館業務経費 1,514,632
　国際子ども図書館業務経費 259,975
　関西館業務経費 848,778
（項）国立国会図書館施設費 4,129,704
　関西館第２期第１段階施設整備費 2,896,882
　東京本館庁舎整備費 648,712
　関西館庁舎整備費 163,044
　国際子ども図書館庁舎整備費 421,066
計 22,213,199

A4　146頁　月刊　1,000円（税別）　
発売　日本図書館協会

人件費

42.2%

資料費

10.5%

情報システム経費

14.7%

その他の事務費等

14.0%

施設費

18.6%

　

訂
正

本
誌
６
７
３
（
２
０
１
７
年
５
月
）
号
20
頁
「
日
本
に
お
け
る

マ
ン
ガ
研
究
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

『
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
』
の
、
表
紙
に
写
実
的
な
イ
ラ
ス
ト
を

用
い
た
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
版
は
、
１
９
８
７
年
（
手
塚
治
虫
の

生
前
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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